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分担研究報告書 

 

住宅環境改善の健康状態に関する効果の検証 

居住リテラシーと健康リスク低減に関する情報整理 

研究分担者  長谷川 兼一 秋田県立大学システム科学技術学部 教授 

 

研究要旨 

居住リテラシーとは、住宅で適切に住まい知識や行動と考えられる。本研究は、住宅環境の改善に

は欠かせない居住リテラシーに資する情報を整備することを目的として、既存の住まい方マニュアル

等を調査した。ここでは、住宅と健康との関連について科学的なエビデンスを踏まえた情報を抽出す

ることを念頭に、「健康に暮らすための住まいと住まい方 エビデンス集」と「科学的根拠に基づく

シックハウス症候群に関する相談マニュアル」の 2 つの情報源を調査対象とした。それぞれ、住まい

において居住者が暴露される環境に着目し、健康が住まい方に影響していると判断した内容を抽出

し、所定の書式に情報を整理した。 

今後、得られたデータをもとに、健康リスク低減の観点から見た居住リテラシーに関する情報を整

備する。 

A．概要 

居住者の健康増進を図るためには住宅の環境性

能を高めることは重要である。現時点では、住宅

関連技術が進歩し施工レベルも向上しているため、

これらを適用することにより、望ましい環境を構

築することができる。しかしながら、断熱性能や

設備性能が高くとも、技術の使用や住まい方に誤

りがあれば、意図した環境性能を発揮することが

できず、 逆に、環境汚染を招くことが想定される。

例えば、 断熱気密性能が高い住宅において、開放

型ストーブを使用すれば、結露の発生や空気汚染

を引き起こすことは容易に想像できる。 

住宅での健康リスク要因には、先に挙げた空気

汚染によるシックハウス症状やヒートショックに

よる循環器系の疾患、寒冷環境への曝露による低

体温症、過度な温度上昇に伴う熱中症など、いく

つか挙げられる。住宅で適切に住まう知識や行動

を居住リテラシー注)と定義すると、健康リスクの

原因の多くは、居住リテラシーの欠如が関連して

いると考えられる。従って、住宅内での健康リス

クを低減させるためには、居住リテラシーの涵養

は不可欠である。 

そこで本研究では、住宅環境の改善には欠かせ

ない居住リテラシーに資する情報を整備すること

を目的とする。特に、既存の住まい方マニュアル

等を調査し、健康リスク低減の観点から見た居住

リテラシーに関する情報を抽出する。 

 

B．調査方法 

住宅と健康との関連について科学的なエビデン

スを踏まえた情報を抽出することを念頭に、「健康

に暮らすための住まいと住まい方 エビデンス集」

1)（以降、文献 1）と「科学的根拠に基づくシック

ハウス症候群に関する相談マニュアル」2) （以降、

文献 2）の 2 つの情報源を調査対象とした。 

文献 1 では、住まいにおいて居住者が暴露され

る環境に着目し、「温熱環境」「睡眠環境」「空気環

境」「安全・安心」のキーワードの分類(大分類)し、

それらに関連する小分類の項目毎に、健康が住ま

い方に影響していると判断した内容を抽出した。 



- 88 - 

文献 2 では、シックハウス症候群の主なリスク

要因として「化学物質・微生物」「低温・高温」「た

ばこ煙」に着目するともに、「仮設住宅」「年齢・季

節の応じた予防」の観点から、健康と住まい方に

関連する情報を抽出した。 

 

C．調査結果 

 表 1〜表 4 に文献 1、表 5〜8 に文献 2 から得た

情報を示す。各項目には、引用箇所を明確にする

ために各項目のページ番号と行数を併記した。ま

た、引用されている図表を示さずに原典を参照す

ることとした。次年度は、これらの情報を居住リ

テラシーと結びつけるために、共通のキーワード

でグループングするなどデータを構造化すること

を試みる。 

 

D．まとめ 

住宅環境の改善には欠かせない居住リテラシー

に資する情報を整備することを目的として、既存

の住まい方マニュアル等を調査した。本研究では、

住宅と健康との関連について科学的なエビデンス

を踏まえた情報を抽出することを念頭に、「健康に

暮らすための住まいと住まい方 エビデンス集」

と「科学的根拠に基づくシックハウス症候群に関

する相談マニュアル」の 2 つの情報源を調査対象

とした。それぞれ、住まいにおいて居住者が暴露

される環境に着目し、健康が住まい方に影響して

いると判断した内容を抽出し、所定の書式に情報

を整理した。 

今後、得られたデータをもとに、健康リスク低

減の観点から見た居住リテラシーに関する情報を

整備する。 

 

＜注釈＞ 

注）本来は言語の識字率や読解記述力を意味する

ものであるが、最近では、「何らか表現されたもの

を適切に理解・解釈・分析し、改めて記述・表現す

る」能力という意味に使われている。 

 

 

F．研究発表 

１．論文発表 

  なし 

 

２．学会発表 

  なし 

 

G．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

１．特許取得 

  なし 

 

２．実用新案登録 

  なし 

 

３．その他 

  なし 
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表 1 「適切な温熱環境」に関する住まい方の情報 

 
 

表 2 「快適な睡眠環境」に関する住まい方の情報 
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表 3 「清浄な空気環境」に関する住まい方の情報 
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表 4 「安全・安心な住まい」に関する住まい方の情報 
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表 5 「シックハウス症候群の主なリスク要因」に対する住まい方の情報 
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表 6 「室内の環境に関わる要因」に対する住まい方の情報 

 

 

表 7 「仮設住宅の環境と健康問題」に対する住まい方の情報 
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表 8 「居住者の年齢や季節に応じた予防」に対する住まい方の情報 

 

 


